
13 有機溶剤及び特定化学物質を屋内に貯蔵するときは、ふた又は栓をした堅固

な容器を用いるとともに、その貯蔵場所に、関係労働者以外の労働者が立ち入

ることを防ぐ設備及び有機溶剤等の蒸気を屋外に排出する設備を設けてくださ

い。（有機則３５条）（特化則第２５条） 
 
14 有機溶剤及び特定化学物質を入れてあった空容器は、当該容器を密閉するか

又は当該容器を屋外の一定の場所に集積してください。（有機則第３６条）（特

化則第２５条） 
 
15 エチルベンゼンを取り扱う作業に労働者を従事させるときは、洗眼、洗身又

はうがいの設備、更衣設備及び洗濯のための設備を設けてください。（特化則第

３８条） 

 
16 使用している化学物質について、化学物質の安全デ

ータシート（ＳＤＳ）により通知された事項について、

当該化学物質を取り扱う作業場の見やすい場所に常

時掲示し、又は備え付ける等の方法により、当該化学

物質を取り扱う労働者に周知してください。（安衛則

第９８条の２） 
 
17 リスクアセスメントの実施【平成２８年６月１日より義務化の予定】 

（１）使用している化学物質について、安全データシート（ＳＤＳ）等をもと

に、リスクアセスメントを実施することになります。（安衛法第５７条の３）

（安衛則第３４条の２の７） 
  ※ リスクアセスメントとは、化学物質やその製剤の持つ危険性や有害性を特定し、

それによる労働者への危険または健康障害を生じるおそれの程度を見積もり、リス

クの低減対策を検討することです。 
（２）リスクアセスメントの実施後、対象物の名称、対象業務の内容、リスク

アセスメントの結果及び実施するリスク低減措置の内容を労働者に周知す

ることになります。（安衛則第３４条の２の８） 
 
 
 

 

 

 

 

ご不明な点は、当署担当（安全衛生係）までご連絡ください。 
 

五所川原労働基準監督署 

〒037-0004 五所川原市唐笠柳字藤巻５０７－５ 五所川原合同庁舎 

電話０１７３－３５－２３０９ ＦＡＸ０１７３－３５－５４８９ 

 

 
 
 屋内作業場において、有機溶剤及び特定化学物質を用いて塗装作業等を行

う場合は、労働安全衛生法により以下の措置が必要です。 

以下の措置を講じていない場合は、早急に実施してください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１ 局所排気装置の設置及び自主検査の実施 
（１）有機溶剤及び特定化学物質を用いての塗装作業に労

働者を従事させるときは、当該作業場所に有機溶剤等

の蒸気を密閉する設備、局所排気装置又はプッシュプ

ル型換気装置を設けてください。（有機則第５条）（特

化則第３８条の８） 
 （２）局所排気装置又はプッシュプル型換気装置について、

１年以内ごとに１回、自主検査を行ってください。 
（有機則第２０条、第２０条の２）（特化則第３８条の８） 

 
２ 作業主任者の選任 
（１）有機溶剤を取り扱う業務を行う場合は、有機溶剤作業主

任者技能講習を修了した者のうちから、有機溶剤作業主任

者を選任してください。（有機則第１９条第２項） 
（２）特定化学物質（特別有機溶剤等）を取り扱う業務を行う

場合は、有機溶剤作業主任者技能講習を修了した者（（１）

に同じ）のうちから、特定化学物質作業主任者を選任して

ください。（特化則第２７条） 
（３）上記作業主任者を選任したときは、当該作業主任者の氏名

及びその者に行なわせる事項を作業場の見やすい箇所に掲示

等し、労働者に周知してください。（安衛則第１８条） 

※ 用語の凡例 安衛法－労働安全衛生法、安衛則－労働安全衛生規則、 

有機則－有機溶剤中毒予防規則、特化則－特定化学物質障害予防規則 

◎ 塗装作業に使用される塗料、シンナー、パテに含有されている主な物質 

【有機溶剤】（５％を超えて含有する物又は合せて５％を超える場合適用） 

トルエン、キシレン、酢酸ノルマル－ブチル、酢酸エチル、酢酸イソペンチル、 

エチレングリコールモノエチルエーテル、１－ブタノール 

※ 以上の有機溶剤は、第２種有機溶剤に分類されます。 

【特定化学物質】（１％を超えて含有する物又は有機溶剤と合わせて５％を超える場合適用） 

エチルベンゼン、スチレン、メチルイソブチルケトン 

※ 以上の化学物質は、第２類物質の特別有機溶剤等及び特別管理物質に分類されます。 

（プッシュプル型換気装置） 

 

 

特定化学物質 

作業主任者の職務 

有 機 溶 剤 

作業主任者の職務 

塗装業務を行ううえでの必要な措置について 

五所川原労働基準監督署 

 



３ 屋内作業場等において有機溶剤及び特定化学物質を用いての塗装業務に労働

者を従事させるときは、有機溶剤の人体に及ぼす作用等について、作業中の労

働者が見やすい場所に掲示してください。（有機則第２４条）（特化則第３８条

の８） 

             
 
４ 屋内作業場等において有機溶剤及び特定化学物質を用いて

の塗装業務に労働者を従事させるときは、有機溶剤等の区分

を見やすい場所に表示してください。（有機則第２５条）（特

化則第３８条の８） 
 
５ エチルベンゼンを取り扱う作業場所に、関係者以外の者

が立ち入ることを禁止し、かつ、その旨を見やすい箇所に

表示してください。（特化則第２４条） 
 
６ エチルベンゼンを取り扱う作業を行う作業場以外の場所

に休憩室を設けてください。（特化則第３７条） 
 
７ エチルベンゼンを取り扱う作業場所で労働者が喫煙

又は飲食することを禁止し、かつ、その旨を見やすい箇

所に表示してください。（特化則第３８条の２） 
 
 
 
８ 特別管理物質であるエチルベンゼン、スチレン、メ

チルイソブチルケトンについて、その名称及び人体に

及ぼす作用等を労働者が見やすい場所に掲示してくだ

さい。（特化則第３８条の３） 
 
 
 
９ 有機溶剤及び特定化学物質を取り扱う屋内作業場について、６か月以内ごと

に１回、定期に、有機溶剤及び特定化学物質の濃度を測定し、それを記録して

３年間保存してください。（有機則第２８条）（特化則第３６条） 
 

 

 

 

 
（例：第二種有機溶剤及び特別有機溶剤の場合：黄→） 

（例：エチルベンゼンの場合→） 

10 健康診断の実施 
（１）常時、有機溶剤を取り扱う業務に従事する労働者に対し、雇い入れの際、

当該業務への配置替えの際及びその後６か月以内ごとに１回、定期に、有

機溶剤にかかる健康診断を実施し、有機溶剤等健康診断個人票を作成して

５年間保存してください。（有機則第２９、３０条） 
（２）常時、特定化学物質を取り扱う業務に従事する労働者に対し、雇い入れ

の際、当該業務への配置替えの際及びその後６か月以内ごとに１回、定期

に、特定化学物質にかかる健康診断を実施し、特定化学物質健康診断個人

票を作成して３０年間保存してください。（特化則第３９、４０条） 
（３）エチルベンゼンを取り扱う業務に常時従事させたことのある労働者で、

現に使用しているものに対し、６か月以内ごとに１回、定期に、特定化学

物質にかかる健康診断を実施し、特定化学物質健康診断個人票を作成して

３０年間保存してください。（特化則第３９、４０条） 
（４）上記の健康診断を行ったときは、遅滞

なく、有機溶剤等健康診断結果報告書及

び特定化学物質健康診断結果報告書を

所轄労働基準監督署長に提出してくだ

さい。（有機則第３０条の３）（特化則第

４１条） 
 
 
11 常時、特定化学物質を取り扱う作業に従

事する労働者について、１月を超えない期

間ごとに、従事した作業の概要等を記録し

てください。（特化則第３８条の４） 
 
 
12 有機ガス用防毒マスク 
 （１）局所排気装置等を設けずに有機溶剤業務を行

う場合は、防毒マスクを使用さてください。（臨

時措置） 
 （２）防毒マスクは、同時に就労する労働者の人数

と同数以上を備えてください。（有機則第３３条

の２）（特化則第３８条の８） 
    エチルベンゼンを取り扱う作業場には、必要

な呼吸用保護具（有機ガス用防毒マスク等）を

備えてください。（特化則第４３条） 
（３）使用する防毒マスクは個別検定に合格したも

のを使用してください。（安衛法第４２条） 
 

  

 

 

（防毒マスクの例） 
フィルター付吸収缶 

防じんマスク兼用 

 


